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自由民主党・建設技能者を支援する議員連盟総会

6
月
29
日
に
自
民
党
本
部
で
、

自
民
党
・
建
設
技
能
者
を
支
援
す

る
議
員
連
盟
第
8
回
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
国
会
議
員
は
本
人

28
人
、
代
理
31
人
、
全
建
総
連
か

ら
7
県
連
・
組
合
40
人
が
出
席
し

ま
し
た
。
ま
た
、
省
庁
か
ら
は
厚

生
労
働
省
労
働
基
準
局
長
、
職
業

安
定
局
長
、
保
険
局
長
、
大
臣
官

房
審
議
官
（
人
材
開
発
担
当
）
、

国
土
交
通
省
不
動
産
・
建
設
経
済

局
長
、
住
宅
局
長
、
林
野
庁
長
官

を
は
じ
め
各
担
当
課
長
ら
27
人
以

上
が
参
加
し
ま
し
た
。

総
会
は
、
野
田
毅
議
連
会
長
が

あ
い
さ
つ
。
ま
ず
、
建
設
ア
ス
ベ

ス
ト
訴
訟
の
最
高
裁
判
決
を
受
け

て
の
原
告
団
と
の
「
統
一
和
解
基

準
」
の
合
意
と
「
給
付
金
支
給
法
」

の
全
会
一
致
で
の
成
立
を
報
告

し
、
「
建
設
技
能
者
の
処
遇
改
善

に
向
け
て
、
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望

を
受
け
て
、
責
任
を
も
っ
て
対
応

し
て
い
き
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

全
建
総
連
か
ら
は
、
中
西
孝
司

委
員
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
勝
野
圭

司
書
記
長
が
、
建
設
国
保
の
育
成

・
強
化
、
若
者
が
安
心
し
て
入
職

で
き
る
就
労
環
境
の
実
現
に
向
け

た
7
項
目
の
来
年
度
予
算
に
関
す

る
要
望
を
行
な
い
ま
し
た
。

各
局
長
ら
は
、
全
建
総
連
の
要

請
事
項
に
対
し
て
、
取
り
組
み
状

況
や
予
算
確
保
に
向
け
て
適
切
に

対
応
し
た
い
と
の
説
明
、
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

石
綿
被
害
の

救
済
進
め
る

出
席
議
員
か
ら
は
、
法
定
福
利

費
の
別
枠
で
の
確
保
・
支
払
い
チ

ェ
ッ
ク
の
重
要
性
、
急
務
で
あ
る

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
へ
の
対
応
、
建

設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
救
済
、
建

設
業
の
働
き
方
改
革
、
人
材
育
成

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

県
連
・
組
合
の
代
表
は
「
石
綿

被
害
給
付
金
支
給
法
成
立
へ
の
感

謝
と
支
援
の
継
続
」「
公
共
工
事
設

計
労
務
単
価
引
上
げ
の
現
場
へ
の

行
き
渡
り
が
不
十
分
な
実
情
の
改

善
と
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
促
進
へ
の
公
費
負

担
」「
建
設
国
保
補
助
金
の
現
行
水

準
確
保
」「
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
へ
の

喫
緊
の
対
策
」「
職
業
訓
練
校
へ
の

支
援
」
な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。

議
事
の
ま
と
め
と
し
て
①
担
い

手
確
保
・
育
成
施
策
、
②
ウ
ッ
ド

シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
解
消
と
新
築
・

リ
フ
ォ
ー
ム
の
需
要
喚
起
策
、
③

賃
金
・
単
価
引
上
げ
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

の
普
及
・
促
進
な
ど
就
労
環
境
の

改
善
、
④
建
設
国
保
の
育
成
・
強

化
、
⑤
石
綿
被
害
給
付
金
支
給
法

に
よ
り
救
済
を
進
め
る
こ
と
の
実

現
に
努
力
す
る
と
し
た
「
建
設
技

能
者
の
支
援
を
強
化
す
る
た
め
の

決
議
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

立
憲
民
主
党
へ
の

要
請
は
衆
院
第
2
議

員
会
館
で
の
同
党
の

建
設
技
能
者
の
育
成

を
支
援
す
る
議
員
連

盟
総
会
で
行
な
わ

れ
、衆
院
議
員
14
人
、

参
院
議
員
7
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

枝
野
幸
男
代
表

（
同
議
連
会
長
）
は

「
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
労

さ
れ
て
い
る
建
設
の

仕
事
は
社
会
全
体
に

と
っ
て
不
可
欠
。
脱

炭
素
社
会
に
向
け
た

住
宅
づ
く
り
の
支
援

が
今
後
の
政
策
の
重

要
な
柱
に
な
る
。
皆

さ
ん
と
幅
広
い
分
野

で
連
携
し
て
良
い
政
策
を
作
っ
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

要
請
に
対
し
て
議
員
か
ら
は

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
で
想

定
さ
れ
る
小
零
細
業
者
の
取
引
排

除
や
課
税
事
業
者
化
は
ど
う
な
る

の
か
」
「
な
ぜ
、
公
共
工
事
設
計

労
務
単
価
の
水
準
が
現
場
に
行
き

渡
ら
な
い
構
造
が
続
く
の
か
」
な

ど
の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

全
建
総
連
か
ら
は
「
組
織
内
の

一
人
親
方
労
災
保
険
加
入
者
約
20

万
人
の
大
半
が
請
負
金
額
1
千
万

円
以
下
で
、
相
当
の
影
響
が
予
想

さ
れ
る
。
仕
入
税
額
控
除
が
で
き

な
く
な
る
こ
と
に
よ
る
取
引
排
除

や
値
引
き
強
要
は
大
き
な
問
題
な

の
で
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者

登
録
を
し
な
く
て
も
仕
入
税
額
控

除
が
で
き
る
よ
う
制
度
見
直
し
、

導
入
延
期
を
求
め
て
い
る
」
「
偽

装
一
人
親
方
の
増
加
や
重
層
下
請

構
造
、価
格
優
先
の
競
争
が
あ
り
、

適
正
な
雇
用
契
約
、
適
正
な
見
積

・
請
負
契
約
が
結
ば
れ
て
い
な
い

現
状
が
あ
る
。
公
共
工
事
で
の
公

契
約
法
・
条
例
な
ど
賃
金
支
払
い

確
保
の
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
」

と
答
え
ま
し
た
。

立憲民主党への要請

7
月
7
日
に
衆
院
第
2
議
員
会

館
で
行
な
わ
れ
た
公
明
党
要
請
に

は
、
同
党
の
衆
院
議
員
1
人
、
参

院
議
員
2
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

佐
藤
英
道
団
体
渉
外
委
員
長
が

「
自
然
災
害
復
旧
で
は
、
今
後
も

全
建
総
連
の
皆
さ
ん
に
力
を
借
り

た
い
。
今
日
は
、
要
望
を
し
っ
か

り
受
け
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。質

問
、
意
見
交
換
で

は
「
現
場
は
コ
ロ
ナ
の

影
響
か
ら
復
調
に
向
か

い
つ
つ
あ
る
の
か
」「
建

築
契
約
の
際
に
付
帯
条

項
を
付
け
て
木
材
高
騰

へ
の
対
応
は
で
き
な
い

だ
ろ
う
か
。
資
金
繰
り

支
援
な
ど
で
の
課
題

は
」
「
石
綿
被
害
給
付

金
法
の
施
行
に
あ
た
っ

て
は
て
い
ね
い
な
行
政

相
談
を
政
府
に
要
請
し

て
い
る
」な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

全
建
総
連
か
ら
は
「
建
設
投
資

見
通
し
は
上
方
修
正
さ
れ
て
い
る

が
、
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
も
あ
り
住

宅
建
築
の
回
復
が
心
配
さ
れ
て
い

る
」「
木
材
高
騰
へ
の
対
応
と
し
て

組
合
員
に
は
、
契
約
書
ひ
な
形
を

示
し
て
、
消
費
者
へ
の
説
明
と
合

意
を
呼
び
か
け
て
い
る
」「
日
本
政

策
金
融
公
庫
へ
の
資
金
相
談
が
案

内
さ
れ
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
で
す

で
に
融
資
を
受
け
て
い
る
場
合
も

あ
り
容
易
で
は
な
い
」「
国
産
材
供

給
の
促
進
に
は
林
業
、
製
材
、
建

築
業
者
、
消
費
者
へ
の
ト
ー
タ
ル

な
支
援
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
必

要
」
な
ど
と
回
答
し
ま
し
た
。

里
見
隆
治
労
働
局
長
か
ら
の

「
本
日
、
来
年
度
の
概
算
要
求
基

準
が
閣
議
了
解
さ
れ
る
予
定
だ
。

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
、
皆
さ
ん

の
活
躍
で
き
る
環
境
へ
と
要
請
事

項
を
予
算
へ
溶
け
込
ま
せ
、
ビ
ル

ト
イ
ン
さ
れ
る
よ
う
全
力
を
注
ぎ

た
い
」と
表
明
し
終
了
し
ま
し
た
。

公明党への要請

国
民
民
主
党
へ
の
要
請
は
、
衆

院
第
1
議
員
会
館
で
行
な
わ
れ
、

衆
院
議
員
3
人
、
参
院
議
員
2
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

玉
木
雄
一
郎
代
表
は
「
コ
ロ
ナ

で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
、
ウ

ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
で
は
地
元
の
工
務

店
に
も
深
刻
な
問
題
が
起
き
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
対
策
で
建
設
国
保
予

算
の
削
減
も
心
配
さ
れ
て
い
る
と

思
う
。
石
綿
被
害
給
付
金
支
給
法

の
成
立
は
大
き
な
一
歩
だ
が
、
屋

外
労
働
や
建
材
企
業
の
責
任
を
含

め
て
魂
を
入
れ
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。

議
員
か
ら
は
「
デ
ジ
タ
ル
改
革

関
連
法
の
成
立
に
よ
っ
て
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
と
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
カ
ー
ド
と
の

連
携
は
あ
る
の
か
」
「
資
格
の
見

え
る
化
は
重
要
だ
と
思
う
が
、
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
普
及
・
促
進
の
足
か
せ

に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
」
「
建
設

国
保
予
算
の
確
保
で
課
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
は
」
「
ウ
ッ
ド
シ
ョ

ッ
ク
は
ど
の
程
度
続
く
の
か
」
な

ど
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

全
建
総
連
か
ら
は
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
カ
ー
ド

と
の
連
携
は
求
め
て
い
な
い
」「
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
普
及
・
促
進
の
障
害
は
、

認
知
・
周
知
や
メ
リ
ッ
ト
が
不
十

分
な
こ
と
だ
。
公
共
・
民
間
工
事
、

職
種
で
登
録
へ
の
温
度
差
が
あ

る
。
公
共
工
事
で
は
導
入
の
優
遇

施
策
が
あ
り
、
民
間
工
事
、
と
り

わ
け
住
宅
分
野
で
の
普
及
・
促
進

が
課
題
に
な
っ
て
い
る
」
「
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
は
処
遇
改
善
の
た
め
の
業
界

統
一
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、
全
建

総
連
が
元
請
事
業
者
団
体
と
共
に

運
営
し
て
い
る
こ
と
が
非
常
に
重

要
」
「
コ
ロ
ナ
に
よ
る
保
険
料
減

免
が
次
年
度
以
降
の
財
政
運
営
の

悪
化
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
な
国

保
組
合
補
助
が
必
要
」
「
ウ
ッ
ド

シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
影
響
は
、
年
内

は
続
く
と
見
ら
れ
て
い
る
」
な
ど

と
回
答
し
ま
し
た
。

日
本
共
産

党
へ
の
要
請

は
参
院
議
員

会
館
で
行
な

わ
れ
、
衆
、

参
議
員
8
人

が
参
加
。
党

を
代
表
し
て

笠
井
亮
衆
院

議
員
が
「
石

綿
被
害
給
付

金
法
成
立
を

共
に
喜
び
た

い
。
基
金
へ

の
建
材
企
業

の
参
加
が
課
題
だ
。
22
年
度
概
算

要
求
に
向
け
た
要
望
を
し
っ
か
り

聞
い
て
確
保
に
が
ん
ば
っ
て
い
き

た
い
」
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。

要
請
に
対
し
て
、議
員
か
ら「
昨

年
度
の
賃
金
日
額
が
下
が
っ
た
の

は
な
ぜ
か
」
「
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク

へ
の
省
庁
の
対
応
策
、
国
産
材
供

給
促
進
の
た
め
に
必
要
な
方
策

は
」
「
イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
に
よ
る

免
税
業
者
の
取
引
か
ら
の
排
除
を

防
ぐ
仕
組
み
と
は
」
な
ど
の
質
問

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

全
建
総
連
か
ら
は
「
賃
金
の
低

下
傾
向
は
コ
ロ
ナ
に
よ
る
稼
働
日

数
の
減
少
、
重
層
化
や
偽
装
請
負

の
増
加
に
よ
る
賃
金
・
単
価
抑
制

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
」「
川
上（
林

業
）
〜
川
中
（
製
材
業
者
）
〜
川

下
（
住
宅
生
産
）
の
担
い
手
確
保

支
援
と
連
携
強
化
、
国
産
材
活
用

へ
の
誘
導
施
策
が
必
要
」
「
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
の
周
知
遅
れ
の
検
証

と
導
入
延
期
を
求
め
て
い
る
」「
コ

ロ
ナ
に
よ
る
建
設
国
保
組
合
で
の

保
険
料
減
免
が
翌
年
度
以
降
の
保

険
料
負
担
増
に
は
ね
返
ら
な
い
よ

う
現
行
助
水
準
を
確
保
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
と
回
答
し
て
、
情
報
、

意
見
交
換
を
行
な
い
ま
し
た
。

建
設
技
能
者
の
処
遇
改
善
に

自民

「
責
任
を
も
っ
て
対
応
」

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
問
題
の

国民

深
刻
な
影
響
に
憂
慮

脱
炭
素
社
会
へ
向
け

立憲

情報、意見を交換

「
要
望
溶
け
込
ま
せ
る
」

住
宅
づ
く
り
の
支
援
が
重
要

賃金低下、偽装請負で

公明

災
害
復
旧
で
期
待

共
産


